
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和３年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回研修推進部会 

開 催 日 時 令和３年 １０月２９日（金）～令和３年 １１月１０日（水） 

開 催 場 所 電子メールによる意見交換 

部 会 員 

及 び 

オブザーバー 

【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院  村上   節(部会長) 

大津赤十字病院           片倉 浩理(副部会長) 

滋賀県立総合病院            山本 秀和(副部会長) 

滋賀医科大学医学部附属病院     服部 聖子 

大津赤十字病院                   吉田 友紀  

滋賀県立総合病院                   柴野 昌子 

公立甲賀病院                   山崎 道夫 

公立甲賀病院                䭜岡 芳美〈代理〉川根 伸夫 

彦根市立病院                   吉川 浩平 

彦根市立病院                   木下 千恵美 

市立長浜病院                黒澤   学 

市立長浜病院                宮﨑 恵子 

高島市民病院                   武田 佳久 

高島市民病院                   前川 直美 

市立大津市民病院                   峠岡 佑典 

淡海医療センター                   小林   遊 

済生会滋賀県病院                   鴨井 和実 

近江八幡市立総合医療センター    牛嶋   壮 

長浜赤十字病院                   馬場 弘道 

東近江総合医療センター           目片 英治 

滋賀県医師会                   中村 隆志 

滋賀県歯科医師会                   高山 真一 

滋賀県薬剤師会                   西村 光子 

滋賀県看護協会                   西井 美恵子 

滋賀県診療放射線技師会           平田   誠 

滋賀県臨床検査技師会           西尾 久明 

滋賀県歯科衛生士会           林  泰代 

滋賀県栄養士会                  巽  達也 

滋賀県病院薬剤師会        須藤 正朝 

滋賀県健康医療福祉部           野坂 明子 

滋賀県立総合病院           木村 和真  

【オブザーバー】 

滋賀県がん患者団体連絡協議会    菊井  津多子 

                           （敬称略） 

議 事 概 要 １．議題 

（１）令和３年度の取組について 

 １）がん関係フォーラム、講演会等開催予定、受講人数について 

各病院に情報の修正を依頼し、更新した「がん関係フォーラム・講演会等開催予定」に

ついて、開催情報の提供内容がわかり易くするため、次のとおり変更し、「がん情報しが」

に掲載することが了承された。 

 ・名称欄は、リンクの貼付がわかるように名称欄に下線にて表記 



 

 ・開催年月日の欄に時間を追加  

 ・主催病院等名の欄に問合せ先を追加 

 

大津赤十字病院より、コロナ禍の昨年から今年にかけて研修活動がほとんど行えず、コ

ロナが収束すれば対面主体での研修等を従来どおり再開したいが、コロナが再拡大しても

対応可能なようにオンラインに切り替えられる準備が必要だとの意見があり、滋賀県看護

協会からも、ポストコロナにおいても研修会の開催方法など工夫が出来るのではないかと

の意見があった。 

 

２）がん看護ワーキンググループ活動報告 

看護ワーキングとして取り組んでいる「がん看護研修」における今年度の開催予定を、

第１回研修推進部会で報告しているが、さらに対象病院を拡大して情報提供を依頼し、そ

の結果を一覧表にまとめた。また調査の中で、滋賀県立総合病院で企画・作成された、が

ん看護研修＜基礎編＞の講義動画の活用を希望する意見が多くあり、昨年度に引き続き、

今年度も講義動画のYouTube配信を、年内中の開始で検討いただいているとの報告があっ

た。 
 

３）国立がん研究センターの研修計画について 

  各病院で研修内容を確認し受講していただくよう周知した。 

 

４）各団体の取組について 

   各団体の今年度の取組予定について、情報共有を行った。 

 

（２）部会の取り組み評価(中間評価)について 

１）アクションプラン(案)について 

計画どおり順調に取り組んでいるが、まだ、期間の途中であるためＢ評価とすることで

了承された。アクションプランに、「コロナ禍でも開催可能な研修の模索あるいは確立」を

加えてはどうかとの意見があった。 

 

２）ＰＤＣＡサイクル(案)について 

（案）のとおり了承された。 

 

（３）その他 

  特になし 

 

 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                         令和３年１２月 ２日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 一山 智 様 

   研修推進部会 部会長 村上 節 


